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小特集：  人文科学における観光研究

巻頭言
　　………………………………………… 遠　藤　英　樹（  1  ）

論文
アフター=ウィズ COVID-19 の観光の可能性

　―「リスクの贈
ギフト
与」から「歓

ホスピタリティ
待の贈

ギフト
与」への弁証のために―

　　………………………………………… 遠　藤　英　樹（  3  ）
メディアと化す旅／コンテンツと化す観光
　―COVID-19 がもたらした「バーチャル観光」の諸相―
　　………………………………………… 松　本　健太郎（ 23 ）
COVID-19 時代のツーリズム・モビリティーズと場所
　―2020 年における与論島の状況に注目した一考察―
　　………………………………………… 神　田　孝　治（ 49 ）
新型コロナ危機から、世界リスク社会における
観光について考える……………………… 須　藤　　　廣（ 77 ）
道徳的非難を配慮へと読み替える
　―COVID-19 とともにある観光者の選択をめぐって―
　　………………………………………… 石　野　隆　美（103）
コロナ禍以後の観光
　―「一般生活者・一般観光者」の民俗的視点から―
　　………………………………………… 橋　本　和　也（125）
新型コロナウイルス感染症がもたらした危機からの
観光の回復と危機を契機とした変化・変革をめぐる
論点の整理………………………………… 薬師寺　浩　之（151）
世界遺産地区ペナン・ジョージタウンにおける
「大衆観光地化」批判
　― COVID-19 を契機として脱観光的／節度ある観光地へと
仕切り直すべきだ！―……………… 藤　巻　正　己（185）

日本における観光ガイド／ガイドツアー研究の現状と課題
　　………………………………………… 山　本　理　佳（225）
地域観光に関連する認定・登録制度がもたらすもの
　　………………………………………… 韓　　　準　祐（251）
コミュニティ・ベースド・ツーリズムをめぐる認証と応答
　―インドネシア・スレマン県の観光村政策に関する初歩的考察―
　　………………………………………… 間　中　　　光（285）
カンボジア古典舞踊ロバム・ボランの継承における
クメール系ディアスポラの影響………… 羽　谷　沙　織（315）




